

























よ神武天皇陵の修補について具体的な記述がみられ よう なる。 『庁攬』をめぐる研究史等についてはすでに前稿で述べた通りであるが、 『庁攬』が、神武天皇陵の成り立ちをいわば即物的な視点から細大漏らさず記録する極めて貴重な資料であることは、本稿によってますます明らかに ることであろう。
ここで、前稿のタイトル も用いた「修補」ということばについて触れておきたい。一般に












































































































容は次の通りである。 「この度神武天皇陵御修復の立会については、大坂・兵庫・箱館産物会所に立会御用を申し渡し置く。支配向の者は別紙の通り伺の上申し渡すのでこの段達する。また、宿はその筋の最寄りに申し付けたいが、自炊（ 「手賄」 ）の予定なので賄道具等はそれぞれ町役人に申し談ずる で、差し支えのない様取り計らうべき旨申し渡すようにしたい」 。なお、別紙にて「旅 書」一通を差遣わ たのでよろしく取り計らうように、神武天皇陵御修復御用の立会は 「繁々」 見廻りとしこれ迄の御用を勤めるべき旨を老中水野和
（忠精）
泉守へ伺の上申し渡す。









































































































































なお「山陵御修補始末稿三」 （ 『山陵御修補始末稿三四』 〔宮内庁書陵部所蔵〕 ）には、
垣（埴）
輪








についての記述はみられないが、明らかに史料Ⅳのいう「土器」と 古銭」について後になってから松井元儀の「記憶 を根拠として記録したものと える。
また、この他にも神武天皇陵御修覆の際に得られた「土器」についての記録がある。これに
ついては、 「はじめに」で触れた佐藤著「文久三年 於ける神武天皇陵御修理に就いて」で論じられており 拙稿「神武天皇陵埋碑と擬刻」 （成城大学民俗学研究所『民俗学研究所紀要』第三十四集、平成二十二年三月） も大略触れた事柄ではあるが、本稿の関心 視点から捉え直しておくことにしたい。
蜷川式胤著『観古図説陶器之部一』 （明治九年三月）は、蜷川式胤誌「上古陶器ノ説」 （明治



















































































佐藤論文が指摘する三本の「紙本」と同様に、神武天皇陵から「掘出」されたもの以外の「土器」も画かれている。つまり、 （ａ）には「大和国式上郡三輪 神山 より寛政十一年春に掘出されたもの、 「日向国諸縣郡本城十日町」より提 されたもの、 「上野国群馬郡植野村ニ
『庁攬』にみる神武天皇陵御修復
五一









































































































































ての具体的な記載がある。つまり、一枚目の「書付」には「棟梁」 「惣肝煎」 「肝煎」の計五名の名が、そして二枚目の「書付」には「大工与頭」 「手伝方」 「小買物方」 「中日雇方」 「損料物方」 「材木方」 「並木植付方」 「鍛冶方」 「錺方 土方」 石方 の計十一名の屋号と名が記されている。これらはいずれも職人や人夫等が出入りする店の屋号や主人の名であろうから、実際に役務に就いた職人や人夫等とはもちろん別である。それにしても、いかにも大規模な普請であったことが偲ばれる。
ここで付け加えておきたいことは、ここでみた二枚の「書付」と同様の趣旨の資料が別にあ
































































































































































































































































































































































13）長嶋著「随想宇都宮藩山陵修補事業と考古資料」は、 縣信緝が吉田可黙に神武天皇陵出土の「土器」を乞う書簡の写真を載せる（ 「吉田可黙に陵内出土物を依頼した県六石の書簡（吉田粮造氏蔵） 」 ） 。そこには、 「神武天皇御陵辺ゟ出土器之内破裂の品 て不苦候間、御収入御恵存可有之候、立祠相祭度候」と述べ 見込まれる「土器」の図を示しつつ 「此位之杯御序之節 恵存可被下候 とする（一六一頁） 。
（
14）長嶋著「随想宇都宮藩山陵修補事業と考古資料」の「７神武陵出土品を思い出に」 ８神武 出土の古式土師器の実体」 （一六〇～二頁） 。なお実測図（ 「 」出土土師器写真及び実測図〔安永真一氏による〕 ）によれば この土器は高さ幅とも九センチメートル程度の壺型の土師器である。
（












20）拙稿「神武天皇陵埋碑と擬刻」六十二～三頁 ただし引用では 埋碑」の体裁は反映 いない。
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26） 『孝明天皇紀第四』 （平安神宮、 昭和四十三年八月）文久三年六月三日条所引「久邇宮国事文書写」 （六八四頁 。
（
27） 『孝明天皇紀第四』文久三年十三日条所引 定功卿記 七七九頁） 。
